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基礎学力をつけるための指導の工夫

～「書くこと」を通して意欲的に英語学習に取り組む生徒の育成を目指して～

Ｉ主題設定の理由

東山梨支部外国語教育部会ではここ数年間、『基礎学力をつけるための指導の工夫｣を研究の

主題として設定してきた．毎月の研究会で学んだことを次の日の授業で生かせるような実践的

な研究を目指し、具体的実践報告およびその検討を主とした研究を行ってきている。-’

今回行われる学習指導要領改訂には研究主題を考える際に考慮すべきいくつかのポイントが

ある。その中で、中学校における「聞くこと｣「話すこと」という音声面の指導については、小

学校段階での「外国語活動」における英語学習を通して一定の素地が育成されることを踏まえ

指導内容の改善を図ることや、「読むこと」｢書くこと」の指導充実に関してもバランスよく指

導し、生涯にわ≦たる外国語学習の基礎を培うことが求められる点に着目し、さらに、自分の考

えなどを相手に伝えるための「発信力ｒやコミュニケーションの中で基本的な語棄や文構造を

「活用する力」を育成することが指導重点として明示されていることにも着目した。，

その着眼点をもとに､これまでの音声面での指導充実を目指した流れからシフトしつつある

中学校英語教育の動向と文字を媒介としたコミュニケーション能力育成の重要性を再認識した

上で、文字言語によるコミュニケーション能力の基礎となる「書くこと」の効果的な指導を探

るべく今年度の研究主題を設定した。

Ⅱ「書くこと」の基礎力とその指導に対する考え方一

（１）『新学習指導要領』における「書くこと」の目標と内容

（２）中教審答申（重点指導事項例）

与えられたテーマについて､短時間に５文程度のまとまりのある英文を書くことができる。

（３）「書くことの指導における基礎力とは何か」（山梨県立大学杉田由仁准教授）Ｌ

①４技能の関連から見た「書くこと」

②教室における「書くこと」の指導侭ivers,1981）

‐易。書き記すこと訂表記(jmotation）

↓ｂその言語で書くこと(Writinginthelanguage）

↓ｂ表出6produc伽､）

難・表現的な書き方、作文(composition）

③『新学習指導要領』における「書くこと」の基礎力レベルと指導内容

レベル１：文字や符号などの書くためのルールに従って書くことができる

ー→注意を窪いながら正しぐ書ぐ隻勢の措蝉

レベル２：語と語のつながりを意識し正しく英文を書くことができる

→j寿語の正しいj語順や謡誉を職,)て--文を正しぐ書けるようにする揖掌

レベル３：聞いたり読んだりしたことについてメモをとることができる丁

Ⅱ→脳9肋zgあ、z伽9,ｮ伽Ｚｒの織鼠

レベル４：読み手を意識し、自分の体験や気持ち考えを書くことができる
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→班ゾztizzg勉･ｐｚ･esez2”ztrnzzの祷導

（４）Ｔ書くこと」の指導ステップ

東山梨支部では、『新学習指導要領』に示された「書くこと」の指導事項のレベル化を参考

にして、「書くこと」の指導ステップ(下図)を考案した。

鍵鍵蕊蕊蕊議議繍議
ステップ４：Writingfbrpresentation

ステップ３：Writingfbrin釣rmation

､蕊;鱗織鍵慧

皿研究の具体的すすめ方

（１）定義づけ：研究主題に含まれる言葉の定義付けを明確にする

（２）共通理解：明確になった定義を共有し、研究の方向性を統一する

（３）実践研究

一①日々の実践を報告しあい､その効果や課題について検討することで研究を深める｡また、

そこで検討された実践をまとめ、本支部研究の継続研究のための資料とする。

②授業研究、

研究主題を意識した研究授業を行い、その効果や課題について検討する。

９月１日授業者奥田真由美教諭（塩山中学校）

２月９日授業者野津みずき教諭（山梨北中学校）

＜４）検証

各実践についての指導者から見た成果と課題、学習者視点から見た成果と課題について

検証し、新たな実践へとつなげる。

Ⅳ研究の成果と今後の課題

（１）成果

「書くこと」を理論的な背景を元に分類しレベル分けすることができ、研究対象を明確にし

た研究を行うことができた｡とくに､｢書くこと｣に関する基礎的なステージであるレベル１，

レベル２に特化した研究を行い、具体的実践について'情報交換することができた。

（２）課題

今年度の研究の流れを生かし、生徒の「書く力」をレベル３，レベル４へと引き上げるた

めの具体的手立てについて研究し篭実践を行う。さらに、レベル１からレベル４までを系

統的に捉え、３年間（年間）の指導計画の作成にも着手したい。‘（部長平井成二）
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